
全
１
４
６
作
品
に
託
さ
れ
た

若
さ
溢
れ
る
大
き
な
夢

　

２
０
２
０
年
11
月
18
日
、
14
回
目
と
な
る
全
農
学
生「
酪

農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
東
京
・
大
手
町
の
会
場

で
行
わ
れ
た
。
日
本
の
酪
農
の
未
来
を
担
う
学
生
が
、
自
身

が
抱
く「
酪
農
の
夢
」を
作
文
と
し
て
表
現
。
文
章
に
し
て
明

確
化
す
る
事
で
本
人
の
や
る
気
を
促
進
さ
せ
る
他
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
酪
農
に
新
し
い
息
吹
と
活
力
を
吹
き
込
み
、
酪
農

家
や
酪
農
・
乳
業
関
係
者
に
、
学
生
の
若
さ
や
ピ
ュ
ア
な
発

想
、
元
気
を
届
け
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

開
会
に
先
立
ち
、Ｊ
Ａ
全
農
の
齊
藤
良
樹
常
務
理
事
は
、

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
休

校
が
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
高
校
や
大
学
32

校
か
ら
１
４
６
作
品
も
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若

さ
溢
れ
る
大
き
な
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
く
事
で
、
日
本
の

酪
農
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
な
ど
で
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
酪
農
家
や

酪
農
・
乳
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
夢
を
届
け
る
事
が
、
今

年
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的
で
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
全
農
所
属
・
卓
球
女
子

日
本
代
表
の
石
川
佳
純
選
手
が
登
場
し
、「
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
が
お
休
み
に
な
っ
た
り
、

ク
ラ
ブ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
と
、
学
生

の
皆
さ
ん
も
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
も

東
京
五
輪
や
多
く
の
大
会
が
延
期
や
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
は
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
次
の
大
会
に
向
け
て
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の『
酪
農
の
夢
』に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！
」と
語
り
か
け
た
。

　

会
場
に
い
た
受
賞
者
た
ち
は
大
き
な
驚
き
と
喜
び
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

先
輩
酪
農
家
を
交
え
た

有
意
義
な
茶
話
会
も
開
催

　

審
査
の
結
果
、
祖
父
の
跡
を
継
ぐ
形
で
、
多
く
の
人
に

酪
農
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
農
場
を
営
み
た
い
と
い
う
思

い
を
綴
っ
た
、
宅
間
加か
り
ん鈴
さ
ん（
京
都
府
立
農
芸
高
等
学

校 

農
産
バ
イ
オ
科
畜
産
コ
ー
ス
３
年
）の「
じ
い
ち
ゃ
ん
の

想
い
～
繋
ぐ
私
の
夢
～
」に
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。
淡

路
和
則
審
査
員（
龍
谷
大
学
農
学
部
教
授
）は
、「
高
校
生

活
の
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
言
葉
に
よ
り
、
力

強
く
美
し
い
未
来
像
が
織
り
な
さ
れ
て
い
た
」と
宅
間
さ

ん
の
作
品
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
の
他
、
受
賞
作
品
は
次

の
通
り
。

■
優
秀
賞

大
原
達
也
さ
ん（
岩
手
県
立
遠
野
緑
峰
高
等
学
校 

生
産
技
術

科
３
年
）
／
佐
藤
ま
り
も
さ
ん（
福
島
県
立
福
島
明
成
高
等

学
校 

生
物
生
産
科
２
年
）
／
田
中
陽
満
莉
さ
ん（
京
都
府
立

農
芸
高
等
学
校 

農
産
バ
イ
オ
科
３
年
）

■
佳
作

野
田
葉
月
さ
ん（
北
海
道
帯
広
農
業
高
等
学
校 

酪
農
科
学
科

１
年
）
／
佐
藤
瑞
穂
さ
ん（
宮
城
県
農
業
高
等
学
校 

農
業
科

２
年
）
／
比
留
間
瑠
海
さ
ん（
東
京
都
立
瑞
穂
農
芸
高
等
学

校 

畜
産
科
学
科
３
年
）
／
鈴
木
穂
乃
歌
さ
ん（
神
奈
川
県
立

相
原
高
等
学
校 
畜
産
科
学
科
３
年
）
／
友
松
瑠
生
さ
ん（
愛

媛
県
立
野
村
高
等
学
校 
畜
産
科
３
年
）

　

小
澤
壯
行
審
査
員（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
教
授
）

は
、「
作
品
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
が
抱
く
酪
農
の
夢
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」と
全
体
を
講
評
し
た
。

　

表
彰
式
に
続
き
、
３
名
の
先
輩
酪
農
家
が
リ
モ
ー
ト

で
参
加
す
る
、「
牛
乳
を
飲
み
な
が
ら
夢
を
語
ろ
う
！
」

と
題
し
た
茶
話
会
を
開
催
。「
新
規
就
農
者
や
女
性
酪
農

家
な
ら
で
は
の
苦
労
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
酪
農
へ
の
影

響
」と
い
っ
た
話
題
を
め
ぐ
り
、
受
賞
者
た
ち
と
の
間
で

活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

茶
話
会
が
終
了
す
る
と
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
再
び
石
川
佳

純
選
手
が
登
場
。「
皆
さ
ん
、
今
日
は
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
今
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
今
し
か
で
き
な
い
事

に
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
ま
す
！
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

第14回全農学生「酪農の夢」コンクール

未来の酪農を担う学生が
熱い夢や目標を発表
日本の酪農の将来を担う畜産・酪農・農学等を学ぶ学生たちから、
『酪農の夢』をテーマに作品を募集。今年は、１４６作品にも及ぶ応募
があり、意欲的な夢の中から、９名の作品が入賞した。

NEWS
11月18日

入賞した学生の皆さんと先生たち

最優秀賞を獲得した宅間加鈴さん

会場にメッセージを届けてくれた
石川佳純選手

先輩との茶話会を通じて親睦を深めた

学校からリモート参加となった生徒の皆さん 日本獣医生命科学大学
教授の小澤壯行審査員

入賞作品の朗読や、
受 賞 発 表・表 彰 式
の様子をご覧いただ
けます（全農酪農部
YouTube チャンネル）

リモートで挨拶するＪＡ全農の
齊藤良樹常務理事
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